
消
費
税
を
な
く
す
飯
能

の
会
は
30
日
、
飯
能
駅
北

口
で
消
費
税
増
税
ス
ト
ッ

プ
の
宣
伝
し
ま
し
た
。

マ
イ
ク
を
握
っ
た
埼
玉

土
建
飯
能
日
高
支
部
の
野

澤
書
記
長
は
、
「
消
費
税

が
増
税
さ
れ
れ
ば
、
中
小

業
者
は
倒
産
・
廃
業
が
余

儀
な
く
さ
れ
、
景
気
が
一

層
悪
化
す
る
こ
と
は
明
か
。

財
政
再
建
ど
こ
ろ
で
は
な

い
。
年
収
３
０
０
万
円
の

４
人
家
族
で
24
万
円
も
の

新
た
な
増
税
・
負
担
増
に

な
る
と
言
う
政
府
の
試
算

が
あ
る
よ
う
に
、
国
民
の

生
活
も
破
壊
さ
れ
て
し
ま

う
。
増
税
は
２
０
１
４
年

４
月
実
施
、
12
月
４
日
公

示
で
行
わ
れ
る
衆
議
院
選

挙
は
消
費
税
ノ
ー
の
審
判

を
下
す
選
挙
に
な
り
ま
す
。

民
主
・
自
民
・
公
明
に
厳

し
い
審
判
を
下
し
ま
し
ょ

う
。
消
費
税
増
税
に
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
る
選
挙
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

多
く
の
主
婦
や
学
生
が

立
ち
止
ま
っ
て
、
「
増
税

さ
れ
た
ら
生
活
で
き
な
い

わ
。
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
と
声
を
か
け
、

署
名
に
協
力
し
て
く
れ
ま

し
た
。

衆
議
院
選
挙
の
大
争
点

デ
フ
レ
不
況
と
い
う
深

刻
な
景
気
悪
化
の
中
で
、

国
民
の
購
買
力
を
冷
え
込

ま
せ
る
消
費
税
増
税
は
絶

対
や
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

選
挙
目
当
て
に
、
に
わ

か
に
増
税
反
対
を
言
い
出

す
政
党
や
候
補
者
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
「
消
費

税
に
頼
ら
な
い
別
の
道
」

の
提
案
が
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

国
が
昨
年
７
月
に
決
め

た
「
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
基
本
方
針
」
で
復
興

財
源
を
当
面
５
年
間
で
19

兆
円
、
10
年
間
で
23
兆
円

と
見
積
も
り
、
10
・
５
兆

円
を
復
興
増
税
で
賄
う
と

し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
①
所
得

税
に
２
・
１
％
の
付
加
税

（
25
年
か
ら
25
年
間
）

②
住
民
税
の
均
等
割
１
０

０
０
円
（
市
民
税
５
０
０

円
、
県
民
税
５
０
０
円
）

加
算
し
、
５
０
０
０
円

（
市
民
税
３
５
０
０
円
、

県
民
税
１
５
０
０
円
）

（
26
年
度
か
ら
10
年
間
）

④
法
人
税
に
10
％
の
付
加

税
（
24
年
度
か
ら
３
年
間
）

復
興
増
税
で
実
質
負
担

増
と
な
る
の
は
所
得
税
と

住
民
税
だ
け
で
、
所
得
税

は
来
年
の
１
月
か
ら
、
県
・

市
民
税
は
来
年
の
６
月
か

ら
増
税
に
な
り
ま
す
。

議
案
質
疑
の
な
か
で

滝
沢
お
さ
む
市
議
は
、

「
国
で
も
復
興
予
算
の
流

用
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

使
途
を
明
確
に
で
き
る
か
、

市
民
へ
の
説
明
は
ど
う
す

る
の
か
。
地
方
交
付
税
が

減
額
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
質
し
ま
し
た
。

答
弁
で
は
、
「
10
年
間

の
財
源
は
１
億
８
千
万
円

に
な
る
。
使
途
は
防
災
・

減
災
に
使
う
。
税
収
が
増

え
れ
ば
地
方
交
付
税
が
減

額
さ
れ
る
が
、
実
施
の
26

年
時
点
で
ど
う
な
る
か
は

不
明
で
あ
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

法
人
税
に
つ
い
て
は
減

税
（
法
人
税
４
・
５
％
、

法
人
住
民
税
含
め
実
効
税

率
５
％
の
減
税
）
と
セ
ッ

ト
で
、
減
税
分
を
３
年
間

は
震
災
対
策
に
回
す
と
い

う
だ
け
で
、
実
質
的
に
は

負
担
増
に
な
ら
ず
、
企
業

は
４
年
目
か
ら
は
減
税
だ

け
が
残
り
ま
す
。

庶
民
に
は
、
復
興
の
な

の
も
と
に
、
所
得
税
、
住

民
税
な
ど
様
々
な
増
税
が

強
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
え
、
消
費
税
の
増
税

も
強
行
さ
れ
た
の
で
は
た

ま
り
ま
せ
ん
。

笹
子
ト
ン
ネ
ル
の

天
井
崩
落
事
故
で

９
人
が
犠
牲
に
な

り
ま
し
た
。
ま
さ

か
ト
ン
ネ
ル
の
天

井
が
落
ち
て
く
る

と
は
誰
も
予
想
し

て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

構
造
物
の
劣
化
や
手
抜
き
検

査
、
大
地
震
の
影
響
を
指
摘

す
る
声
も
あ
り
ま
す
が
、
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
る
の
も
命
が

け
で
は
た
ま
り
ま
せ
ん
▼
お

や
と
思
っ
た
の
は
山
梨
県
警

が
す
ぐ
に
中
日
本
高
速
道
路

に
捜
索
に
入
っ
た
こ
と
で
す
。

大
事
故
だ
か
ら
あ
た
り
ま
え

の
こ
と
な
の
で
す
が
、
違
和

感
は
福
島
原
発
事
故
と
の
違

い
で
す
。
過
酷
事
故
を
起
こ

し
た
東
電
に
は
捜
索
も
入
ら

ず
、
誰
も
処
分
さ
れ
ず
、
誰

の
責
任
で
も
な
い
と
い
う
大

江
健
三
郎
の
い
う
「
あ
い
ま

い
な
日
本
」
の
空
気
が
つ
く

り
だ
さ
れ
て
い
ま
す
▼
飯
能

で
も
東
吾
野
保
育
所
と
い
う

小
さ
な
保
育
園
が
廃
止
さ
れ

る
と
聞
い
て
お
や
と
思
い
ま

し
た
。
Ｕ
Ｒ
の
工
業
団
地
へ

の
接
続
道
路
を
30
億
円
も
か

け
て
つ
く
る
の
で
あ
れ
ば
、

地
域
の
未
来
の
た
め
に
小
さ

な
保
育
園
を
守
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
が

政
治
の
責
任
で
は
な
い
の
か

と
。
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消
費
税
増
税
に
ス
ト
ッ
プ
を

飯
能
連
絡
会
が
宣
伝

１２月９日（日）
午後１時３０分～

所沢駅西口

「原発なくせ」「消費税増税やめろ」
の声が大きくなる中で、政党の乱立、

離合集散が相次ぎ、本物の政党「日

本共産党」に注目が集まっています。

市田忠義書記局長が熱く語ります。

ぜひ、ご参加ください。

市
・県
民
税
が
１
０
０
０
円
増
税
に

飯
能
市
税
条
例
案

衆
議
院
選
挙
の
投
票
方
法

選
挙
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

次々と署名する市民



実施月日（値下げ幅） 国民年金（月額） 厚生年金（月額）
２０１１年 ６５７４１円 ２３１６４８円
２０１２年 ４月（▲0.3%）６５５４１円（▲200円）２３０９４０円（▲ 708円）
２０１３年10月（▲1.0%) ６４875円（▲666円） ２２８５９１円（▲2349円）
２０１４年 ４月（▲1.0%) ６４２００円（▲675円）２２６２１６円（▲2375円）
２０１５年 ４月（▲0.5%) ６３８６６円（▲334円）２２５０４０円（▲1176円）

11
月
27
日
、
第
２
回
地

域
公
共
交
通
対
策
協
議
会

（
座
長
、
吉
田
樹
福
島
大

学
特
任
准
教
授
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
１
回
目
を
振

返
り
、
①
乗
合
い
バ
ス
の

維
持
確
保
に
つ
い
て
、
②

交
通
空
白
地
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
行
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
、
飯
能
市
の
公

共
交
通
の
現
状
把
握
な
ど

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
吉
田

座
長
の
事
例
紹
介
と
課
題

提
起
が
あ
り
、
長
期
的
に

バ
ス
離
れ
が
続
い
た
理
由

と
し
て
１
９
７
０
年
以
降

の
年
間
輸
送
人
口
は
40
年

間
で
6
割
の
減
少
、
１
０

１
億
人
で
あ
っ
た
も
の
が

40
・
６
億
人
と
な
っ
て
い

る
。
バ
ス
は
マ
イ
カ
ー
に

対
抗
す
べ
く
利
便
性
の
向

上
を
図
っ
た
の
で
は
な
く

２
０
０
２
年
の
規
制
緩
和

に
よ
り
不
採
算
路
線
は
廃

止
、
減
便
、
利
用
者
の
減

と
悪
循
環
に
陥
っ
た
と
指

摘
し
ま
し
た
。

地
域
公
共
交
通
の
必
要

性
に
つ
い
て
は
、
①
市
民

の
お
出
か
け
を
守
る
と
し

て
車
が
な
け
れ
ば
「
お
出

か
け
」
が
著
し
く
制
約
さ

れ
住
み
続
け
ら
れ
な
く
な

る
地
域
が
で
き
る
こ
と
。

②
車
に
依
存
し
た
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
限
界
と
し
て

標
準
的
な
家
庭
で
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
３
割
が

マ
イ
カ
ー
が
占
め
、
人
と

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
失
わ
れ
る
こ
と
。
③
街

中
の
来
訪
者
数
は
同
じ
で

あ
っ
て
も
停
留
所
に
人
が

滞
留
す
る
こ
と
に
よ
り
街

に
賑
わ
い
が
生
ま
れ
る
な

ど
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

協
議
会
に
求
め
ら
れ
て

い
る
改
善
点

吉
田
座
長
は
バ
ス
が
使

わ
れ
な
い
「
３
つ
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
」
と
し
て
、
①
バ

ス
利
用
を
調
べ
た
け
れ
ど

使
え
な
い
。
②
調
べ
方
が

分
ら
な
く
て
使
え
な
い
、

③
そ
も
そ
も
公
共
交
通
利

用
が
選
択
肢
に
な
い
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
を

飯
能
市
の
実
態
に
置
き
換

え
て
バ
ス
利
用
を
増
や
し
、

さ
ら
に
空
白
地
域
の
交
通

の
協
議
が
必
要
だ
と
指
摘

し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
「
停
留
所

付
近
に
駐
車
場
や
駐
輪
場

の
確
保
で
バ
ス
利
用
を
増

や
す
」
「
バ
ス
終
点
か
ら

先
の
公
共
交
通
の
確
保
が

必
要
だ
」
な
ど
、
活
発
な

意
見
が
出
さ
れ
、
地
域
の

交
通
確
保
の
熱
い
取
組
み

が
始
ま
り
ま
し
た
。

近
年
、
農
産
物
価
格
の

低
迷
、
後
継
者
不
足
等
に

よ
り
、
急
速
に
農
地
の
荒

廃
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
飯
能
市
で
は
、

農
業
委
員
会
と
協
力
し
て
、

良
好
な
農
地
を
将
来
に
受

け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
優
良
農
地
の
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

昭
和
20
年
代
以
降
に
は
、

国
策
と
し
て
の
拡
大
造
林

計
画
に
よ
り
、
特
に
山
間

部
に
お
い
て
、
農
地
や
農

地
の
周
辺
が
山
林
化
す
る

な
ど
し
、
良
好
な
農
地
と

し
て
今
後
利
用
す
る
こ
と

が
困
難
な
農
地
が
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
。

飯
能
市
は
、
山
間
地
域

に
お
い
て
、
山
林
化
し
、

今
後
良
好
な
農
地
と
し
て

継
続
的
な
営
農
が
望
め
な

い
農
地
に
つ
い
て
、
あ
く

ま
で
特
例
措
置
と
し
て
一

定
の
基
準
に
基
づ
き
農
地

以
外
（
山
林
等
）
の
地
目

に
整
理
し
て
い
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

（
１
）
対
象
地
域
は

南
高
麗
地
区
、
原
市
場
地

区
、
名
栗
地
区
、
東
吾
野

地
区
、
吾
野
地
区

平
成
24
年
度
は
、
南
高

麗
地
区
を
対
象
と
し
、
順

次
対
象
地
区
の
整
理
を
進

め
ま
し
た
。

（
２
）
対
象
農
地
は

杉
、
檜
等
の
植
林
や
雑
木

等
が
繁
茂
し
て
い
る
農
地

で
、
重
機
等
が
入
れ
ず
農

地
へ
の
原
状
回
復
が
困
難

で
あ
っ
た
り
、
農
地
の
傾

斜
が
き
つ
い
、
あ
る
い
は
、

農
地
の
周
辺
状
況
か
ら
日

照
時
間
が
確
保
で
き
な
い

な
ど
、
継
続
的
な
営
農
が

見
込
め
な
い
農
地
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
う
い
っ
た

農
地
で
あ
っ
て
も
、
農
地

の
集
団
化
や
、
近
隣
の
農

地
や
住
宅
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
農
地
は
非
農
地

と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

（
３
）
非
農
地
の
判
定

非
農
地
の
判
定
は
、
市

が
農
業
委
員
会
に
依
頼
し
、

農
業
委
員
が
11
月
に
１
筆

ご
と
に
農
地
の
現
地
確
認

を
行
い
、
26
日
に
開
か
れ

た
、
農
業
委
員
会
の
総
会

に
お
い
て
、
非
農
地
と
す

る
農
地
を
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
に
よ
る
と
、

山
林
等
へ
の
地
目
変
更
を

希
望
し
た
85
人
の
内
、
66

人
の
１
５
０
筆
、
７
・
２

ha
が
、
非
農
地
と
判
断
さ

れ
ま
し
た
。

新 飯 能２０１２年１２月９日 ＮＯ．１８５１

全
国
の
事
例
を
紹
介

第
２
回

地
域
公
共
交
通
協
議
会
開
か
れ
る

山
林
化
し
た
農
地
を

現
況
に
あ
わ
せ
て
非
農
地
に

怒
れ
！

年
金
生
活
者

年
金
減
額
法
が
、
解
散

直
前
に
民
主
・
自
民
・
公

明
３
党
談
合
で
採
決
が
強

行
さ
れ
、
あ
っ
と
い
う
間

に
成
立
し
ま
し
た
。
（
共

産
党
は
反
対
）

具
体
的
な
内
容
は
、
２

０
１
３
年
10
月
か
ら
１
％
、

１
４
年
４
月
か
ら
１
％
、

１
５
年
４
月
か
ら
０
・
５

％
の
三
段
階
で
２
・
５
％

を
削
減
す
る
も
の
で
す
。

当
然
、
厚
生
年
金
、
共
済

年
金
に
も
波
及
し
ま
す
。

す
で
に
今
年
４
月
か
ら
０
・

３
％
引
き
下
げ
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
下
表
の
よ
う

に
国
民
年
金
で
年
額
２
万

２
５
０
０
円
、
厚
生
年
金

で
７
万
９
２
９
６
円
も
減

額
に
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
の
削

減
に
も
連
動

今
回
の
法
改
正
で
、
一

人
親
家
庭
が
対
象
の
児
童

扶
養
手
当
も
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

引
き
下
げ
幅
は
、
１
・

７
％
。
物
価
変
動
分
を
除

い
て
月
額
７
０
０
円
～
１

７
０
円
程
度
削
減
さ
れ
ま

す
。

「物
価
下
落
」は
口
実

政
府
は
「
物
価
下
落
」

を
口
実
に
し
て
い
ま
す
が
、

「
物
価
」
に
は
税
や
社
会

保
険
料
は
含
ま
れ
ず
、
生

活
実
態
を
反
映
し
て
い
ま

せ
ん
。
実
際
に
は
年
金
生

活
者
の
手
取
り
額
は
す
で

に
１
９
９
９
年
以
降
の

「
物
価
下
落
」
幅
（
４
・

７
％
）
以
上
に
減
っ
て
い

ま
す
。

※国民年金は満額支給の場合
※厚生年金は夫が平均年収で40年間就業、妻が専業主婦の場合

一筆調査をする農業委員


